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談話室

32
歳
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト	

礒
山
　
雅

　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
、
交
響
曲
第
40
番
と
い
う
作
品
が
あ
る
。
別
称
「
ト
短
調
交
響
曲
」。
20
曲
に
１
曲
ぐ
ら
い
し
か
な
い
短
調
曲
の
一
つ

で
、
憂
い
を
帯
び
た
旋
律
の
美
し
さ
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
バ
ッ
ハ
、
ヘ
ン
デ
ル
を
思
わ
せ
る
対
位
法
を
随
所
に
織
り
込
ん
だ
、

密
度
高
い
作
品
で
も
あ
る
。

　

一
昨
年
、
ア
マ
チ
ュ
ア･
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
ト
ッ
プ
奏
者
の
集
合
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
、
視
察
の
必
要
が
あ
っ
て
訪
問
し
た
。
ト

短
調
交
響
曲
が
学
ば
れ
、
め
ざ
ま
し
い
上
達
の
も
と
、
公
開
コ
ン
サ
ー
ト
の
段
取
り
と
な
っ
た
。
演
奏
に
先
立
ち
、
実
行
役
員
の
方
が
次
の

よ
う
に
コ
メ
ン
ト
さ
れ
た
。「
こ
の
曲
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
貧
乏
の
ど
ん
底
に
あ
っ
た
と
き
に
、
そ
れ
で
も
一
生
懸
命
に
作
曲
し
た
曲
な
の

で
す
」。

　

そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
た
ら
、
ロ
ン
ド
ン
で
交
響
曲
第
40
番
の
演
奏
さ
れ
る
映
像
が
流
れ
た
。
英
人
キ
ャ

ス
タ
ー
の
加
え
た
コ
メ
ン
ト
は
、「
こ
の
曲
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
も
っ
と
も
た
く
さ
ん
の
作
品
を
作
曲
し
た
年
の
も
の
で
す
」
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。

　

同
じ
曲
に
、
ま
っ
た
く
異
な
る
情
報
が
与
え
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
前
者
は
作
曲
者
の
境
遇
に
つ
い
て
情
緒
的
に
述
べ
、
後
者
は
作
品
数

に
つ
い
て
客
観
的
に
述
べ
て
い
る
。
聴
き
手
は
ず
い
ぶ
ん
違
う
方
向
に
誘
導
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
読
者
は
ど
ち
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
よ
し

と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

私
は
、
英
人
キ
ャ
ス
タ
ー
の
コ
メ
ン
ト
に
、
大
い
に
感
心
し
た
。
そ
れ
が
あ
ま
り
認
識
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
事
実
を
端
的
に
指
摘
し
、
結

果
的
に
正
し
い
方
向
を
指
し
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
交
響
曲
第
40
番
が
作
曲
さ
れ
た
の
は
１
７
８
８
年
。
時
に
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
32

歳
、
新
作
は
こ
の
年
30
を
数
え
た
。
そ
の
中
核
を
な
す
の
は
、
第
39
番
変
ホ
長
調
、
第
41
番
ハ
長
調
《
ジ
ュ
ピ
タ
ー
》
に
ト
短
調
を
加
え
た
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「
三
大
交
響
曲
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ト
短
調
交
響
曲
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
創
作
力
が
頂
点
に
達
し
、
そ
の
い
わ
ば
怒
濤
の
よ
う
な
高
ま

り
の
中
で
生
み
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
多
産
の
年
と
い
う
指
摘
は
、
充
実
期
の
意
欲
的
な
作
品
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
言
外
に
含
ん
で
い

る
。

　
「
貧
乏
の
ど
ん
底
」
と
言
わ
れ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。
脳
裡
に
浮
か
ぶ
イ
メ
ー
ジ
は
、
失
意
、
悲
哀
と
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
し
か

に
そ
れ
は
、
こ
の
短
調
作
品
の
一
面
を
捉
え
て
い
る
。
だ
が
、「
失
意
」
の
中
で
、
人
は
最
大
数
の
作
品
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
か
。
ま
た
、
第
40
番
の
す
ぐ
次
に
明
る
く
力
に
満
ち
た
《
ジ
ュ
ピ
タ
ー
》
が
屹
立
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
ど
う
説
明
し
た
ら
い
い

の
で
あ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
「
悲
哀
」
は
、
存
在
す
る
と
思
う
。
だ
が
そ
れ
は
、
表
現
と
し
て
の
悲
哀
で
あ
っ
て
、
意
欲
的
な
構
想
と
十
全

な
取
り
組
み
が
あ
っ
て
こ
そ
、
真
に
表
現
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
、
続
く
《
ジ
ュ
ピ
タ
ー
》
と
の
対
比
に
お
い
て
、
ま
た

先
立
つ
第
39
番
変
ホ
長
調
と
の
対
比
に
お
い
て
、
短
調
の
表
現
世
界
を
掘
り
下
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
な
ぜ
、
１
７
８
８
年
に
作
品
数
が
多
い
の
だ
ろ
う
か
。
ク
リ
ス
ト
フ･

ヴ
ォ
ル
フ
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
１
７
８
７
年
の
暮
れ
に
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
皇
帝
ヨ
ー
ゼ
フ
二
世
に
よ
っ
て
ウ
ィ
ー
ン
の
宮
廷
作
曲
家
に
取
り
立
て
ら
れ
、
意
欲
を
掻
き
立
て
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
と

い
う
。
従
来
こ
の
任
命
は
、
実
入
り
の
な
い
形
だ
け
の
も
の
と
し
て
、
気
の
毒
な
境
遇
の
象
徴
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
ヴ
ォ

ル
フ
は
、
そ
の
任
命
が
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
実
力
を
知
悉
す
る
皇
帝
の
巧
み
な
人
材
登
用
で
あ
り
、
自
由
な
創
作
へ
と
彼
を
鼓
舞
す
る
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
を
、
詳
細
な
資
料
の
分
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
を
詳
細
に
論
じ
た
『
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
最
後
の
４
年
～

栄
光
へ
の
門
出
』（
春
秋
社
）
と
い
う
著
作
を
私
は
昨
年
12
月
に
翻
訳
し
た
の
だ
が
、
そ
の
作
業
は
、
目
か
ら
鱗
の
落
ち
る
思
い
の
連
続
で

あ
っ
た
。

　

ち
ょ
う
ど
第
40
番
が
作
曲
さ
れ
た
頃
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
プ
フ
ベ
ル
ク
と
い
う
商
人
に
、
お
金
の
無
心
を
始
め
た
。「
貧
乏
」
の
通
念
は
、

借
金
を
依
頼
す
る
手
紙
が
４
年
に
わ
た
り
遺
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
。

　

だ
が
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
、
ウ
ィ
ー
ン
で
の
10
年
間
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
高
額
所
得
者
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
収
入
は
開
業
医
並
み
だ
っ
た
の
だ

が
、
気
張
っ
た
生
活
様
式
（
と
ギ
ャ
ン
ブ
ル
？
）
に
由
来
す
る
高
額
の
支
出
が
、
借
金
へ
と
つ
な
が
っ
た
。
そ
の
あ
た
り
の
事
情
は
、
ヴ
ォ

ル
フ
を
待
た
ず
と
も
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
研
究
者
が
つ
と
に
把
握
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
貧
困
説
は
、
も
ぐ
ら
叩
き
の
よ
う
に
現
れ

て
止
む
こ
と
が
な
い
。
ど
う
や
ら
、
天
才
作
曲
家
は
お
し
な
べ
て
薄
幸
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
が
、
世
の
人
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。	

（
西
洋
音
楽
史
）



万
葉
集
と
楽
府
系
歌
辞 

―
相
聞
歌
か
ら
相
聞
四
時
歌
へ
―	

辰
巳　

正
明

『
万
葉
集
』
の
桃
花
と
中
国
文
学 

―
大
伴
家
持
の
「
桃
李
花
の
歌
」
の
形
成
―	

鈴
木　

道
代

道
行
の
挽
歌
史 

―
万
葉
集
巻
三
理
願
挽
歌
の
「
晩
闇
跡
」
に
及
ぶ
―	

居
駒　

永
幸

『
万
葉
集
』
の
渡
来
系
氏
族 

―
梅
花
宴
を
例
と
し
て
―	

梶
川　

信
行

「
飛
鳥　

明
日
香
」 

―
異
文
化
を
ど
う
和
化
し
た
か
―	

井
上
さ
や
か

『
万
葉
集
』「
泡
沫
」
考	

鉄
野　

昌
弘

『
河
海
抄
』
に
み
る
「
万
葉
学
」 

―
漢
語
・
漢
籍
と
の
関
係
を
中
心
に
―	
河
野
貴
美
子

『
万
葉
集
』
の
食
の
歌
の
位
置	
寺
川
眞
知
夫

藤
原
宇
合
「
悲
不
遇
」
詩
の
論 

―
藤
原
宇
合
の
賢
者
論
―	

土
佐　

朋
子

万
葉
歌
人
の
漢
詩 

―
安
倍
広
庭
「
春
日
侍
宴
」
を
め
ぐ
っ
て
―	

高
松　

寿
夫

山
上
憶
良
晩
年
の
三
部
作
に
お
け
る
〈
言
志
〉 

―
「
沈
痾
自
哀
文
」「
悲
歎
俗

假
合
卽
離
易
去
難
留
詩
一
首
序
」

「
老
身
重
病
經
年
辛
苦
及
思
兒
等
歌
七
首
」
に
お
け
る
自
己
―	

小
川　

靖
彦

『
日
本
霊
異
記
』
と
『
金
剛
般
若
経
集
験
記
』 

―
経
典
の
持
つ
「
力
」
を
め
ぐ
っ
て
―	

山
口　

敦
史

『
万
葉
集
』
と
日
本
古
代
大
陸
移
民 

―
「
東
亜
交
往
民
」
の
概
念
提
起
に
つ
い
て
―	

王　
　
　

凱

民
俗
の
サ
ク
ラ
と
万
葉
の
サ
ク
ラ
と	

大
石　

泰
夫

儀
礼
に
お
け
る
歌
書
の
読
誦 

―
湖
南
省
藍
山
県
ヤ
オ
族
還
家
愿
儀
礼
に
行
な
わ
れ
る
歌
問
答
―

	

廣
田　

律
子

万
葉
集
と
門
前
の
歌 

―

門
の
習
俗
と
の
関
わ
り
か
ら
―	

曹　

咏　

梅

（
資
料
紹
介
）

折
口
信
夫
「
万
葉
集
絵
物
語
」
の
未
掲
載
稿	

小
川　

直
之

（
座
談
会
）

万
葉
集
と
隣
接
科
学

小
川
直
之　

大
石
泰
夫　

菊
地
義
裕　

上
野
誠　

曹
咏
梅

（
司
会
）
辰
巳
正
明

國
學
院
雜
誌
　
第
一
一
六
巻
　
第
一
号
　
　

創
刊
一
二
〇
周
年
記
念
特
集 

　
万
葉
集
―
文
学
・
歴
史
・
民
俗
―
（
二
）

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
購
読
は
、
國
學
院
大
學
広
報
課
國
學
院
雜
誌
編
集
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（ 

 

０
３ 

・ 

５
４
６
６ 

・ 

０
１
３
０
）
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新
出
資
料
　
本
居
宣
長
直
筆
判
詞
　
歌
合
四
種
　
に
つ
い
て

―
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
　

　
　
武
田
祐
吉
旧
蔵
書
の
『
林
崎
社
中
歌
合
』
の
翻
刻
と
解
題
―

〔
資
料
紹
介
〕

中
澤
伸
弘

本
居
宣
長
の
判
詞
の
あ
る
「
歌
合
」
は
既
に
筑
摩
版
『
全
集
』
の
別
巻

二
に
二
十
二
本
、
同
三
に
二
十
二
本
の
計
四
十
四
種
が
翻
刻
さ
れ
て
ゐ

る
。
こ
れ
は
主
に
本
居
家
に
伝
来
し
た
も
の
に
加
へ
、
諸
方
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
情
報
に
よ
つ
て
蒐
集
さ
れ
た
も
の
で
、
別
巻
三
の
解
題
に
お
い
て
鈴

木
淳
氏
が
「
今
回
、
発
見
で
き
な
か
っ
た
『
歌
合
評
』
が
何
處
か
に
い
ま

だ
眠
っ
て
い
る
こ
と
は
大
い
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。」
と
書
い
て

ゐ
る
や
う
に
、
ま
だ
未
発
見
の
も
の
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
さ
れ
て
ゐ
る
。

実
は
國
學
院
大
學
の
図
書
館
が
所
蔵
す
る
武
田
祐
吉
元
教
授
旧
蔵
の
寄

贈
図
書
（
昭
和
四
十
年
五
月
）
の
中
に
『
林
崎
社
中
歌
合
』
と
称
す
る
、

歌
合
が
四
本
合
綴
さ
れ
て
ゐ
る
一
冊
が
あ
り
、
こ
の
四
本
の
歌
合
の
判
詞

が
宣
長
の
、
し
か
も
直
筆
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
目
録
に
も

『
林
崎
社
中
歌
合
』
と
の
み
あ
つ
て
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
誰
も
が
見
過

ご
し
て
き
た
の
で
あ
つ
た
。
今
回
こ
れ
を
偶
然
に
も
お
茶
の
水
女
子
大
学

の
浅
田
徹
教
授
が
閲
覧
し
、
未
見
の
宣
長
の
判
詞
で
あ
つ
て
、
し
か
も
直
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筆
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
を
中
澤
に
託
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
つ
て
私
が
調

査
し
た
と
こ
ろ
明
ら
か
に
宣
長
の
直
筆
で
あ
り
、『
全
集
』
に
漏
れ
た
貴

重
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
つ
た
。

よ
つ
て
こ
こ
に
翻
刻
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
宣
長
の
「
歌
合
」
の
中
に

お
い
て
本
書
の
占
め
る
位
置
を
改
め
て
考
へ
て
み
た
く
思
ふ
。

書
誌

最
初
に
本
書
の
書
誌
を
挙
げ
て
お
く
。

写
本
一
冊
。
竪
二
十
二
・
八
糎
×
横
十
六
・
一
糎
。
本
文
五
十
四
丁
。
表

紙
、
黒
（
濃
緑
）
地
布
表
紙
。
見
返
し
、
金
箔
貼
付
紙
。
外
題
、
白
絹
布

墨
書
「
本
居
宣
長
翁
判
／
林
崎
社
中
歌
合
」
中
央
に
貼
付
。
蔵
書
印
「
青

谿
書
屋
」
方
印
（
大
島
雅
太
郎
）。
昭
和
四
十
年
五
月
武
田
祐
吉
寄
贈
。

目
次
は
次
の
や
う
に
あ
り
、
元
来
左
記
の
イ
～
ヘ
の
個
々
の
歌
合
が
六
種

あ
つ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

イ
、
寛
政
三
年
春　
　
　
　

三
十
六
番
哥
合

ロ
、
同　

四
年
秋
九
月　
　

哥
合　
　
　
　
　

林
崎
社
中

ハ
、
同　
　

年
春
二
月　
　

十
六
番
哥
合

ニ
、
同　

六
年
正
月　
　
　

廿
八
番
哥
合

ホ
、
同　
　
　
　
　
　
　
　

哥
合

　
　
　
　
　
　

右　

判
者　

舜
庵　

平
宣
長

ヘ
、
文
化
十
一
年
宿
舘
哥
合　

判
者　

末
壽

こ
の
う
ち
ホ
、
ヘ
の
二
種
は
現
在
合
綴
さ
れ
て
ゐ
ず
、
そ
の
存
在
は
不
明

で
あ
る
。
多
分
本
書
が
こ
の
や
う
な
形
に
四
種
が
合
綴
さ
れ
て
、
今
の
形

と
な
つ
た
も
の
と
思
考
さ
れ
る
。
ど
の
歌
合
も
一
丁
半
葉
に
一ひ
と

番つ
が

ひ
の
左

右
の
歌
を
配
し
、
そ
の
左
余
白
に
判
詞
を
加
へ
た
も
の
で
あ
る
。
よ
つ
て

三
十
六
番
歌
合
は
本
文
十
八
丁
と
な
る
。
和
歌
本
文
と
判
詞
は
別
筆
で
、

和
歌
本
文
の
方
は
歌
合
ご
と
に
筆
跡
が
異
な
る
が
、
判
詞
及
び
歌
の
訂
正

箇
所
は
全
て
本
居
宣
長
直
筆
の
同
筆
で
あ
る
。
こ
こ
に
翻
刻
に
あ
た
り
歌

数
か
ら
適
宜
「
三
十
六
番
歌
合
」「
十
二
番
歌
合
」「
十
六
番
歌
合
」「
二

十
八
番
歌
合
」
と
題
し
た
。

「
三
十
六
番
歌
合
」

一
丁
オ
、
表
題
に
「
寛
政
三
年
辛
亥
春
／
三
十
六
番
歌
合
」
と
あ
り
、
表

題
か
ら
一
丁
ウ
に
か
け
て
作
者
姓
名
録
の
メ
モ
書
き
の
や
う
な
も
の
が
書

か
れ
て
ゐ
る
。
次
い
で
二
丁
オ
に
（
先
掲
の
目
次
）
が
あ
り
、
六
種
の
書

名
と
判
者
の
名
が
書
か
れ
て
ゐ
る
。
ウ
は
白
紙
。
三
丁
オ
か
ら
ウ
に
か
け

て
（
作
者
姓
名
録
）
と
な
り
、
三
十
六
人
の
名
が
そ
の
身
分
、
住
居
地
な

ど
と
と
も
に
書
か
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
あ
と
本
文
十
八
丁
（
合
計
二
十
一

丁
）、
一
番
か
ら
十
八
番
ま
で
の
題
は
「
山
霞
」、
十
九
番
か
ら
三
十
六
番

ま
で
の
題
は
「
梅
薫
風
」
で
あ
る
。
つ
い
で
巻
末
に
「
飛
入
狂
歌
」
と
題

し
て
「
山
霞
」「
梅
薫
風
」
の
題
で
二
首
を
記
す
。
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「
十
二
番
歌
合
」

一
丁
オ
、
表
題
に
「
九
月

／
紅
葉
深
／　

暁　

／　

歌
合
／
林
崎
社
中
」
と
あ

る
。
そ
の
裏
に
八
名
の

（
作
者
姓
名
録
）
が
あ
る
。

次
い
で
本
文
が
八
丁
（
合

計
九
丁
）、
一
番
か
ら
六

番
ま
で
の
題
が
「
紅
葉

深
」、
七
番
か
ら
十
二
番

ま
で
の
題
が
「
暁
」、
つ

い
で
追
加
と
し
て
守
緒
、

経
先
の
歌
が
二
丁
（
四
首
計
八
首
）
あ
つ
て
、
全
体
で
十
六
番
と
な
つ
て

ゐ
る
。
本
書
に
「
林
崎
社
中
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
四
種
を
合
綴
し
新
た

に
名
を
つ
け
る
時
に
『
林
崎
社
中
歌
合
』
と
し
た
の
で
あ
ら
う
。

「
十
六
番
歌
合
」

一
丁
オ
、
表
題
に
「
待
花
二
／
寄
鳥
恋
／
十
六
番
／
二
月
歌
合
」
と
あ

る
。
そ
の
裏
に
九
名
の
（
作
者　

姓
名
録
）
が
あ
る
。
次
い
で
本
文
が
八

丁
（
合
計
九
丁
）、
一
番
か
ら
八
番
ま
で
の
題
が
「
待
花
」、
九
番
か
ら
十

六
番
ま
で
の
題
が
「
暁
」
で
あ
る
。

「
二
十
八
番
歌
合
」

一
丁
オ
、
表
題
は
白
紙
。
裏
面
に
十
四
人
の
作
者
姓
名
録
が
あ
る
。
次
い

で
本
文
が
十
四
丁
（
合
計
十
五
丁
）、
一
番
か
ら
十
四
番
ま
で
の
題
が

「
梅
薫
袖
」、
十
五
番
か
ら
二
十
八
番
ま
で
の
題
が
「
春
恋
」
で
あ
る
。

翻
刻
凡
例

一	

國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵　

武
田
祐
吉
旧
蔵
書
の
『
林
崎
社
中
歌

合
』（
９
１
１
．
１
８
／
５
）
を
底
本
と
し
て
、
そ
こ
に
合
綴
さ
れ

て
ゐ
る
、
本
居
宣
長
直
筆
判
詞
の
あ
る
『
寛
政
三
年
春
／
三
十
六
番

哥
合
』『（
寛
政
四
年
）
秋
九
月
／
哥
合
』『（
寛
政
四
年
）
二
月
／
十

六
番
哥
合
』『
寛
政
六
年
正
月
／
廿
八
番
哥
合
』
の
四
本
を
翻
刻
し

た
。

一	

漢
字
は
表
記
の
ま
ま
に
従
つ
た
。

一	

適
宜
濁
点
を
加
へ
た
。

一	

変
体
仮
名
及
び
片
仮
名
は
通
用
の
平
仮
名
表
記
に
、
ま
た
繰
り
返
し

記
号
も
平
仮
名
に
改
め
た
が
、
平
仮
名
の
踊
り
字
（
ゝ
）
は
そ
の
ま

ま
と
し
た
。

一	
宣
長
に
よ
る
歌
へ
の
直
接
の
加
筆
訂
正
の
箇
所
は
括
弧
書
き
に
し

た
。

一	

虫
損
、
書
き
落
と
し
な
ど
に
よ
る
不
明
箇
所
は
括
弧
書
き
で
そ
の
旨

表　紙
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を
註
記
し
た
。

一	
見
せ
消
ち
の
箇
所
は
傍
線
を
加
へ
、
傍
ら
に
訂
正
を
そ
の
ま
ま
加
へ

た
。

一	

宣
長
の
判
詞
の
改
行
は
本
文
の
ま
ま
に
し
た
。

一	

歌
は
ど
れ
も
が
一
行
書
き
で
あ
り
、
一
つ
の
歌
の
番
号
と
判
詞
と
を

も
つ
て
一
丁
表
（
裏
）
と
な
る
。

一	

歌
の
作
者
名
は
宣
長
の
判
詞
の
書
き
入
れ
後
に
、
歌
の
右
に
記
入
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、『
廿
八
番
哥
合
』
に
つ
い
て
は
、
歌
の
下
に

書
い
て
あ
る
が
、
翻
刻
に
あ
た
り
、
他
の
歌
合
同
様
に
歌
の
右
に
揃

へ
た
。

一	

目
次
に
あ
る
『
同
哥
合
』
と
『
文
化
十
一
年
宿
舘
哥
合
』
と
は
共
に

本
書
に
は
綴
ぢ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。

一	

（
表
題
）（
目
次
）（
作
者
姓
名
録
）
な
ど
の
見
出
し
は
翻
刻
者
が
補

つ
た
も
の
で
あ
る
。

一	

一
丁
オ
か
ら
ウ
に
か
け
て
の
作
者
姓
名
録
は
そ
の
あ
と
に
あ
る
作
者

姓
名
録
と
重
な
る
の
で
翻
刻
に
お
い
て
は
割
愛
し
た
。

イ
、
三
　
十
　
六
　
番
　
歌
　
合

（
表
題
）

寛
政
三
年
辛
亥
春

　

三
十
六
番
歌
合

（
目
次
）

寛
政
三
年
春　
　
　
　

三
十
六
番
哥
合

同　

四
年
秋
九
月　
　

哥
合　
　
　
　
　

林
崎
社
中

同　
　

年
春
二
月　
　

十
六
番
哥
合

同　

六
年
正
月　
　
　

廿
八
番
哥
合

同　
　
　
　
　
　
　
　

哥
合

　
　
　
　

右　

判
者　

舜
庵　

平
宣
長

文
化
十
一
年
宿
舘
哥
合　

判
者　

末
壽

（
作
者
姓
名
録
）

寛
政
三
年
辛
亥
春

　
　

作
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

判
者　
　

本
居
宣
長

従
三
位　

定
綱　

作
者
定
長　
　
　
　

外
宮　
　
　

貞
蔭

薗
田　
　

氏
韶　
　
　
　
　
　
　
　
　

益
谷
大
學　

末
壽

九

宜　

守
訓　
　
　
　
　
　
　
　
　

七

宜　
　

守
諸

菊
谷
兵
部
末
偶　
　
　
　
　
　
　
　
　

益
谷
吉
之
允
末
晴

白
子
人　

茂
木　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
子
人　
　

並
木
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白
子
人　

直
木　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
子　
　
　

昌
平

一
身
田　

祐
秀　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
身
田　
　

宗
凭

津
七
里　

政
要　

勘
十
郎　
　
　
　
　

倉
田
山
城
守
有
成　

津
人

醫
師　
　

直
章　

津
人　
　
　
　
　
　

倉
田
金
十
郎
英
林

　
　
　
　

政
式　

津
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

房
氐

津　
　
　

七
里
奥
方
玖
能　
　
　
　
　

同
侍
女　
　

世
繼

名
古
屋　

大
館
内
室　

民　
　
　
　
　

同
侍
女　
　

美
岐

小
浦
彦
之
允
朝
通　

紀
州
家
臣　
　
　

松
坂　
　
　

直
丸

三
井　
　

高
蔭　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
坂　
　
　

常
岳

本
居　
　

健
亭　

春
庭　
　
　
　
　
　

松
坂　
　
　

手
纏

松
坂　
　

直
道　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
坂　
　
　

式
通　

朝
通
同
人

林
伊
右
衞
門
利
長　

松
坂　
　
　
　
　

三
谷
景
介　

清
通　

松
坂
醫
師

松
坂　
　

朝
行　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
居
藤
垣
内
翁　

大
平

（
本
文
翻
刻
）

山　

霞

一
番

　
　
　

左　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
長

さ
き
ぬ
べ
き
花
の
お
も
か
げ
立
そ
ひ
て
か
す
む
や
い
づ
く
み
よ
し
の
ゝ
山

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貞
陰

神
杉
の
木
の
間
が
く
れ
に
さ
ほ
姫
が
か
す
み
の
袖
を
ふ
る
の
山
も
と

左	

四
の
句
や
も
じ
す
こ
し
い
か
　ゞ

か
す
み
も
い
く
へ
な
ど
有
つ
べ
し

右	

木
間
が
く
れ
に
と
い
ふ
は
聞
な
れ
ず　

三
の
句
の
が
も
い
か
　ゞ

霞
の

	

袖
を
ふ
る
と
は
い
か
な
る
を
い
へ
る
に
か
心
得
ず

二
番

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏
韶

春
さ
れ
ば
雪
と
花
と
や
み
よ
し
の
ゝ
山
の
霞
は
た
ち
か
く
す
ら
む

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
壽

春
も
ま
だ
浅
間
の
山
の
い
つ
し
か
と
煙
に
ま
が
ひ
た
つ
か
す
み
か
な

左	

た
し
か
な
ら
ず　

雪
を
花
と
見
よ
と
て
と
い
ふ
こ
と
か　

さ
は
聞
え
ず

	

二
三
の
句
の
い
ひ
か
け
の
意
お
ぼ
つ
か
な
し

右	

四
の
句
て8

も
じ
な
く
て
よ
ろ
し
か
ら
ず　

此
哥
ハ
二
の
句
の
の8

も
じ
も

	

よ
ろ
し
か
ら
ず　

此
哥
は
春
は
ま
だ
―
―
の
山
も
け
ぶ
り
ま
が
ひ
て

	

―
―
と
有
べ
し　

け
ぶ
り
に
ま
が
ひ
て
と
い
ひ
て
は
霞
の
か
た

	

よ
わ
し　

け
ぶ
り
ま
が
ひ
て
と
い
へ
ば
煙
が
霞
に
て
ま
が
ふ
也

三
番

　
　
　

左　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
訓

ふ
る
雪
の
（
も
）
し
ら
髪
と
見
し
山
眉
も
（
の
）
け
さ
は
か
す
み
て
若
が
へ
り
け
り
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右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
諸

く
れ
な
ゐ
に
雲
の
は
た
て
も
色
こ
く
て
朝
日
に
か
す
む
遠
の
山
端

左	
眉
を
髪
と
見
ん
こ
と
は
い
か
　ゞ

い
ひ
さ
ま
わ
ろ
し　

初
句
を
ふ
る
雪
も

	
と
す
べ
し　

も8

と
い
へ
ば
髪
と
眉
と
は
別
な
る
也

右	
上
句
す
べ
て
い
か
　ゞ

又
こ
れ
は
朝
よ
り
は
夕
の
方
に
近
け
れ
ば
夕
日
な
ど

	

い
は
ん
方
ま
さ
る
べ
し

四
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
偶

五
百
重
山
う
ち
こ
え
つ
ゝ
も
来
し
春
は
霞
に
さ
へ
も
ま
よ
は
ざ
り
け
り

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
晴

三
輪
の
山
霞
の
袖
も
か
ゝ
る
か
な
し
る
し
の
杉
の
む
か
し
し
の
べ
ど

左	

上
句
い
か
　ゞ

又
五
百
重
山
を
越
え
き
た
れ
ば
と
て
霞
に
ま
よ
ふ
ま

	

じ
き
い
は
れ
い
か
　ゞ

霞
に
も
ま
よ
は
ず
五
百
重
山
を
こ
し
き
め
と

	

こ
そ
い
ふ
べ
け
れ

右	

聞
え
が
た
し

五
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
木　

白
子

天
の
は
ら
雪
げ
の
雲
も
春
風
に
た
え
だ
え
か
す
む
ふ
じ
の
し
ば
山

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

並
木　

白
子

浅
み
ど
り
木
の
芽
は
る
風
の
ど
か
に
て
い
づ
れ
か
す
ま
ぬ
山
端
も
な
し

左	

春
風
と
い
へ
ば
の
ど
か
な
る
さ
ま
な
る
に
雪
げ
の
雲
は
い
か
　ゞ

初
二
句

	

時
し
ら
ぬ
高
根
の
雪
も
な
ど
有
べ
く
や　

但
し
よ
み
ぬ
し
の

	

心
は
雪
げ
の
雲
も
春
風
に
た
え
だ
え
に
な
り
て
と
い
ふ
こ
と
な

	

ら
ん
か　

そ
の
意
な
ら
ば
雪
げ
の
雲
も
た
え
だ
え
に
と
い
ひ
て
は

	

聞
え
ず　

た
え
だ
え
か
す
む
と
て
は
霞
の
た
え
だ
え
ほ
の
か
に
立
る

	

さ
ま
也

右	

下
句
い
ひ
ざ
ま
た
が
へ
り　

い
づ
れ
と
い
は
ゞ
い
づ
れ
の
山
端
も
か
す
む
と
い
ふ
べ
く

	

か
す
ま
ぬ
山
野
も
な
し
と
い
は
ゞ
い
づ
れ
と
い
ふ
に
か
か
な
は
ず

六
番

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

直
木　

白
子

ふ
る
と
し
は
し
ら
ぬ
霞
に
跡
見
え
て
春
の
こ
え
け
む
相
坂
の
山

　
　
　

右　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

昌
平　

白
子

起
い
で
ゝ
ま
づ
う
ち
む
か
ふ
山
端
に
春
た
ち
そ
む
る
朝
が
す
み
か
な

左	

い
ひ
ざ
ま
さ
だ
か
な
ら
ず　

よ
み
ぬ
し
の
心
は
霞
の
立
た
る
に
よ
り
て

	

春
の
こ
え
た
り
い
ふ
跡
の
見
ゆ
と
い
ふ
意
な
る
べ
け
れ
ど　

霞
に

	

跡
の
見
ゆ
る
と
い
ふ
こ
と
も
い
か
ゞ
な
る
う
へ
に　

ふ
る
と
し
は
し
ら
ぬ
と
い
ふ

	

こ
と
も
を
さ
な
き
い
ひ
さ
ま
也
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右	
さ
せ
る
こ
と
な
く
少
し
を
さ
な
け
れ
ど
聞
え
た
り

七
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

祐
秀　

一
身
田

明
わ
た
る
空
も
の
ど
か
に
足
引
の
山
端
と
ほ
く
た
つ
霞
か
な

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
凭　

同

春
く
れ
ば
松
ふ
く
風
も
音
た
え
て
な
が
む
る
山
の
か
す
む
の
ど
け
さ

左	

下
に
明
わ
た
る
の
あ
へ
し
ら
ひ
の
詞
あ
ら
ま
ほ
し

右	

な
が
む
る
い
か
　ゞ

無
用
の
詞
也

八
番

　
　
　

左　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

政
要　

津

う
ち
な
び
き
春
来
に
け
ら
し
ほ
の
ぼ
の
と
明
る
外
山
の
か
す
む
の
ど
け
さ

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
成　

同

天
の
戸
を
明
ゆ
く
空
の
朝
霞
立
田
の
山
は
遠
ざ
か
り
ぬ
る

左	

け
ら
し
と
結
の
こ
と
か
け
合
わ
ろ
し　

霞
た
な
引
な
ど
と
ぢ
む
べ
き
也

右　
下
句
い
か
　ゞ

立
田
山
は
西
の
方
に
あ
れ
ば
こ
と
に
よ
ろ
し
か
ら
ず　

四
の
句

	

は
も
じ
も
い
か
　ゞ

立
田
山
に
限
り
て
遠
ざ
か
る
や
う
也

九
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

直
章　

同

佐
保
姫
の
霞
の
衣
い
ろ
は
え
て
け
ふ
た
ち
そ
む
る
四
面
の
山
端

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

英
林　

同

峯
に
た
つ
煙
ま
が
は
ぬ
う
す
が
す
み
春
も
浅
間
の
山
と
こ
そ
見
れ

左	

三
の
句
あ
ま
り
て
無
用
の
詞
也　

三
四
の
句
を
た
ち
そ
め
て
春
こ
そ
き

	

ぬ
れ
な
ど
あ
ら
ま
ほ
し

右	

下
句
い
ひ
ざ
ま
わ
ろ
し　

春
も
ま
だ
浅
間
の
山
は
峯
に
た
つ

	

―
―
う
す
が
す
み
か
な
と
こ
そ
有
べ
け
れ

十
番

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

政
式　

同

よ
し
野
山
に
ほ
は
ぬ
さ
き
も
花
の
色
の
面
影
に
た
つ
春
霞
か
な

　
　
　

右　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

房
氐　

同

雪
に
見
し
面
影
か
へ
て
鏡
山
く
も
る
や
春
の
か
す
み
な
る
ら
む

左	

二
の
句
わ
ろ
し　

三
の
句
色
の
も
無
用
の
詞
也　

上
句
ま
だ
さ
か
ぬ

	

花
の
梢
も
よ
し
の
山
と
有
べ
し

右	

よ
ろ
し

十
一
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

玖
能　

同
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浅
み
ど
り
は
や
そ
め
か
け
て
佐
保
姫
の
霞
の
袖
も
に
ほ
ふ
山
端

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
繼　

同

煙
た
つ
浅
間
が
た
け
は
い
と
ゞ
な
ほ
見
え
わ
か
ぬ
ま
で
霞
た
な
引

左	
初
二
句
柳
の
哥
と
も
聞
え
た
り　

霞
の
袖
も
に
ほ
ふ
と
は
何
に

	
に
ほ
ふ
に
か　

霞
の
外
に
に
ほ
は
ず　

物
あ
る
や
う
也
い
か
ゞ

右	

い
と
ゞ
な
ほ
と
い
ふ
は
近
世
の
よ
ろ
し
か
ら
ぬ
詞
也　

四
の
句
も

	

い
か
　ゞ

を
さ
な
し　

猶
い
ひ
ざ
ま
有
べ
し

十
二
番

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民　

な
ご
や

佐
保
姫
の
霞
の
こ
ろ
も
春
ふ
か
く
す
そ
野
を
か
け
て
こ
む
る
山
端

右　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
起　

同

き
の
ふ
ま
で
ま
ぢ
か
く
見
え
し
山
端
も
た
え
だ
え
に
こ
そ
か
す
み
そ
め
け

れ

左	

こ
む
る
い
う
な
ら
ず　

又
す
そ
野
を
か
け
て
と
い
ひ
て
山
端
と
留
り

	

た
る
も
い
か
ゞ

右	

結
句
を
さ
な
け
れ
ど
聞
え
た
り

十
三
番

　
　
　

左　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
通　

以
下
松
坂

い
つ
し
か
と
春
こ
そ
来
ぬ
れ
雪
き
え
て
霞
に
う
づ
む
四
面
の
山
端

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

直
丸

い
つ
の
ま
に
を
ち
こ
ち
こ
め
て
山
端
の
見
え
ぬ
ば
か
り
に
か
す
む
春
か
な

左	

二
の
句
春
―
―
来
ぬ
れ
ば
と
有
べ
し

右	

い
つ
の
ま
に
と
い
ひ
て　

か
な
と
留
り
た
る　

て
に
を
は
不
調

	

い
つ
し
か
と
い
つ
の
ま
に
と
は
下
の
て
に
を
は
の
あ
し
ら
ひ
か
は
る
こ
と

	

な
り　

此
哥
は
い
つ
し
か
と
ゝ
は
い
ひ
て
か
な
へ
り　

二
の
句
無
用

十
四
番

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
蔭

大
原
や
を
し
ほ
の
山
の
み
ね
の
松
千
と
せ
を
こ
め
て
か
す
む
春
か
な

　
　
　

右　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
岳

時
し
ら
ぬ
高
ね
も
春
は
た
ち
こ
め
て
か
す
み
に
き
ゆ
る
富
士
の
し
ら
雪

左	

四
の
句
ま
で
た
ゞ
祝
の
哥
の
や
う
に
て
霞
に
は
か
に
立
た
り

右	

た
ち
こ
め
て　

少
し
口
を
し　

二
三
句
高
根
の
色
も
春
く
れ
ば
な
ど
有
べ
し

十
五
番

　
　
　

左　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
庭

い
つ
と
な
く
ふ
る
白
雪
も
立
こ
め
て
霞
時
し
る
ふ
じ
の
し
ば
山

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
纏
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春
日
山
い
づ
る
日
か
げ
も
ほ
の
ぼ
の
と
霞
を
そ
へ
て
に
ほ
ふ
空
か
な

左	
聞
え
た
り

右	

霞
を
そ
へ
て
い
か
　ゞ

霞
を
そ
ひ
て
と
こ
そ
い
ふ
べ
け
れ

十
六
番

　
　
　

左　
　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　

直
道

あ
ら
た
ま
る
春
の
そ
ら
と
て
ふ
じ
の
ね
の
雪
さ
へ
見
え
ず
た
つ
霞
か
な

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

式
通

春
く
れ
ば
花
よ
り
さ
き
の
面
影
に
か
す
み
そ
め
た
る
み
よ
し
の
ゝ
山

左	

大
體
聞
え
た
り

右	

花
よ
り
さ
き
の
面
影
を
ば
何
の
面
影
ぞ　

二
三
花
の
お
も
か
げ
さ
き

	

だ
ち
て
な
ど
こ
そ
有
べ
け
れ

十
七
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

利
長

見
わ
た
せ
ば
よ
も
の
山
端
ほ
の
ぼ
の
と
煙
に
ま
が
ふ
春
か
す
み
か
な

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
通

あ
な
た
に
も
春
ぞ
来
ぬ
ら
む
足
引
の
山
辺
の
ど
か
に
か
す
む
な
り
け
り

左	

煙
よ
り
所
な
し

右	

あ
な
た
の
事
用
な
し　

な
り
け
り
と
留
り
た
る
も
か
な
は
ず

十
八
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
行

天
の
は
ら
煙
も
雪
も
た
ち
こ
め
て
春
に
か
す
め
る
山
は
ふ
じ
の
ね

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
平

よ
し
野
山
き
え
あ
へ
ぬ
雪
も
た
ち
こ
む
る
霞
や
春
の
光
な
る
ら
む

左	

山
は
ふ
じ
の
ね
と
い
ふ
詞
の
い
ひ
ざ
ま
い
た
く
た
が
へ
り

	

下
句
春
は
ひ
と
つ
に
か
す
む
ふ
じ
の
ね
な
ど
こ
そ
有
べ
け
れ

右　

と
り
し
ま
り
な
き
哥
也

梅　

薫　

風

十
九
番

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
長

咲
い
で
し
木
末
や
い
づ
こ
梅
が
香
を
袖
に
吹
い
る
ゝ
園
の
春
風

　
　
　

右　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
壽

た
づ
ね
見
ぬ
こ
と
里
人
も
し
の
べ
と
や
梅
が
香
さ
そ
ふ
四
面
の
春
風

左	

上
下
か
け
合
わ
ろ
し　

初
句
の
い
で
し
も
い
ら
ぬ
詞　

い
づ
こ
と

	

疑
ひ
た
る　

詮
も
な
し

右	
さ
そ
ふ　

猶
有
べ
し
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廿
番

　
　
　

左　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏
韶

打
は
へ
て
霞
の
網
を
は
る
風
の
も
れ
て
や
梅
の
香
に
ゝ
ほ
ふ
ら
む

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貞
陰

梅
花
め
ぐ
れ
る
物
を
は
る
風
の
い
つ
の
人
ま
に
香
を
ぬ
す
む
ら
む

左	

趣
意
は
め
づ
ら
か
な
れ
ど
網
を
は
る
風
な
ど
梅
の
哥
に
は
い
う

	

な
ら
ず　

さ
れ
ど
よ
く
よ
み
と
ゝ
の
へ
ら
れ
た
り

右	

ぬ
す
む
も
又
い
う
な
ら
ず　

こ
れ
こ
の
詞
は
哥
か
ら
に
よ
る
べ
し　

又
め
か
れ
ず

	

見
て
ゐ
た
ら
ん
に
は
香
を
よ
そ
へ
ぬ　

す
み
ゆ
く
こ
と
を
ば
い
か
に

	

し
て
か
し
ら
ん　

香
を
ぬ
す
む
こ
と
は
よ
そ
の
ぬ
す
み
ゆ
き
た
る
歌
の
人
な
ら
で

	

は
し
る
ま
じ
き
こ
と
也

廿
一
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
訓

香
を
は
こ
ぶ
ほ
ど
も
あ
ら
し
に
さ
そ
は
れ
て
つ
ひ
に
花
さ
へ
ち
ら
ん
と
す

ら
ん

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
晴

春
風
の
や
ど
り
を
と
へ
ば
梅
の
花
咲
て
に
ほ
へ
る
庭
の
こ
の
も
と

左	

は
こ
ぶ
い
う
な
ら
ず　

程
も
あ
ら
し
い
か
　ゞ

つ
ひ
に
も
い
か
ゞ

右	

梅
の
木
本
を
春
風
の
や
ど
り
と
は
い
ひ
が
た
し　

と
へ
ば
も
い
か
ゞ

	

私
が
や
ど
り
は
梅
の
木
本
で
ご
ざ
る
と
答
へ
た
る
に
や　

庭
の

	

も
い
ら
ぬ
詞
也

廿
二
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
偶

梅
が
か
を
袖
に
う
つ
し
て
朝
戸
出
の
さ
む
さ
わ
す
る
ゝ
庭
の
春
風

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
諸

咲
み
だ
る
庭
の
梅
が
ゝ
春
風
に
に
ほ
ひ
み
ち
く
る
釣
簾
の
あ
け
ぼ
の

左	

四
の
句
火
を
た
き
て
あ
た
り
た
る
や
う
也

右	

み
だ
る　

み
ち
く
る　

み
な
い
か
　ゞ

み
す
の
曙
も
い
か
ゞ

廿
三
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
木

た
が
や
ど
の
梅
の
梢
を
さ
そ
ふ
ら
む
花
な
き
里
も
に
ほ
ふ
春
風

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昌
平

た
が
里
に
さ
き
け
む
梅
を
さ
そ
ひ
き
て
花
の
か
あ
か
ぬ
軒
の
春
風

左	

三
の
句
さ
そ
ひ
き
ぬ
ら
ん
と
は
い
は
で
は
意
た
ら
ず　

其
う
へ
梢
を

	

さ
そ
ふ
も
い
か
ゞ

右	

二
の
句
け
む
も
い
か
　ゞ

四
の
句
あ
か
ぬ
上
と
か
け
合
な
し
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廿
四
番

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

直
木

ふ
る
雪
の
柴
の
戸
ぼ
そ
も
か
を
り
来
て
梅
よ
り
春
の
風
は
た
つ
ら
ん

　
　
　

右　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

並
木

梅
の
花
さ
き
そ
め
し
よ
り
吹
風
に
あ
ら
ぬ
梢
も
か
つ
に
ほ
ひ
け
り

左	

聞
え
が
た
し

右	

三
四
の
句
聞
え
た
れ
共
吹
風
に
は
あ
ら
ぬ
と
い
ふ
や
う
に
ふ
と

	

き
ゝ
な
さ
れ
て
少
し
心
ゆ
か
ず

廿
五
番

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

祐
秀

梅
が
え
は
そ
れ
と
も
わ
か
ぬ
朧
夜
に
吹
風
に
ほ
ふ
窓
の
春
風

　
　
　

右　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
成

夕
く
れ
ば
色
こ
そ
見
え
ね
さ
そ
ひ
く
る
に
ほ
ひ
に
し
る
し
梅
の
下
風

左	

風
二
ツ
あ
る
は
い
か
ゞ

右	

色
の
見
え
ぬ
は
夕
ぐ
れ
な
ら
ず
共
夜
な
ら
ば
い
よ
い
よ
な
る
べ
し　

さ
そ
ひ
く
る

	

に
ほ
ひ
に
し
る
し
梅
花
色
こ
そ
見
え
ね
よ
は
の
春
風
と
あ
ら
ば
よ
け
ん

廿
六
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

政
要

色
よ
り
も
あ
は
れ
ぞ
深
き
た
が
里
の
梅
が
ゝ
お
く
る
風
と
し
ら
ね
ど

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
凭

春
の
来
て
い
づ
く
の
里
も
此
こ
ろ
は
風
も
の
ど
け
く
に
ほ
ふ
梅
が
枝

左	

色
よ
り
も
と
い
へ
る　

下
に
か
け
あ
は
ず

右	

下
句
い
ひ
ざ
ま
わ
ろ
し　

初
句
梅
咲
て　

下
句
花
の
か
深
く

	

匂
ふ
春
風
と
有
べ
し

廿
七
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

直
章

梅
香
の
空
に
み
ち
て
や
此
こ
ろ
は
花
な
き
里
も
に
ほ
ふ
春
風

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

房
氐

ね
や
の
戸
の
す
き
間
の
風
も
に
ほ
ふ
な
り
軒
端
の
梅
の
花
の
盛
は

左	

梅
が
ゝ
や
空
に
み
つ
ら
ん
と
有
べ
し

右	

ね
や
と
い
は
　ゞ

夜
に
て
あ
ら
ま
ほ
し

廿
八
番

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

政
式

春
風
は
梅
の
木
の
間
を
過
ぬ
ら
む
に
ほ
ひ
に
な
び
く
青
柳
の
糸

　
　
　

右　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

英
林

は
て
は
う
き
物
と
し
ら
で
や
梅
の
花
に
ほ
ひ
を
風
に
ま
か
せ
そ
む
ら
ん
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左	

こ
の
ま
い
か
　ゞ

糸
無
用　

青
柳
の
な
び
く
も
に
ほ
ふ
春

	

風
は
梅
の
た
ち
枝
や
過
て
き
ぬ
ら
ん
な
ど
あ
ら
ま
ほ
し

右	

上
句
さ
く
ら
の
風
情
に
ち
か
し　

結
句
そ
め
け
む
な
る
べ
し

廿
九
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

玖
野

咲
し
よ
り
色
ぞ
ゆ
か
し
き
梅
の
花
袖
に
か
を
り
て
か
よ
ふ
春
風

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
木

う
め
の
花
猶
こ
の
も
と
に
立
よ
ら
む
に
ほ
ひ
吹
く
る
風
の
し
る
べ
に

左	

初
句
無
用
の
こ
と
也　

二
の
句
も
い
か
ゞ

右	

二
三
句
い
か
ゞ

三
十
番

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民

咲
そ
め
し
梢
や
い
づ
こ
春
風
の
吹
く
る
ご
と
に
に
ほ
ふ
う
め
が
ゝ

　
　
　

右　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
繼

わ
が
や
ど
の
み
ぎ
り
の
梅
の
咲
し
よ
り
手
折
ぬ
袖
も
に
ほ
ふ
春
風

左	

咲
そ
め
し
と
吹
つ
る
ご
と
に
と
か
け
あ
は
ず　

い
づ
こ
も
用
な
し

右	

み
ぎ
り
い
か
ゞ

三
十
一
番

　
　
　

左　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
通

津
の
国
の
難
波
わ
た
り
に
咲
梅
の
に
ほ
ひ
は
よ
も
に
み
つ
の
浦
風

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
岳

梅
さ
け
ば
の
ど
か
な
る
日
も
に
ほ
ふ
香
に
吹
と
は
し
る
き
春
の
夕
風

左	

上
句
い
ひ
ざ
ま
わ
ろ
し　

二
三
の
句
難
波
の
梅
の
花
さ
か
り
を

	

い
ふ
べ
し　

わ
た
り
に
と
い
ふ
こ
と　

此
哥
に
は
よ
ろ
し
か
ら
ず　

さ

	

か
り
と
い
ふ
に
て
匂
ひ
の
み
つ
る
に
よ
く
か
け
合
べ
し　

哥
は　

か
や
う

	

の
所
に
心
を
つ
く
べ
き
わ
ざ
也　

下
句
は
よ
ろ
し

右	

二
三
の
句
の
ど
け
き
庭
の
春
風
も　

結
句
―
―
き
花
の
匂
ひ
に

	

な
ど
い
ふ
べ
し

三
十
二
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
蔭

よ
ゝ
経
て
も
あ
か
れ
ぬ
花
の
に
ほ
ひ
か
な
春
や
む
か
し
の
梅
の
下
風

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

直
丸

か
ば
か
り
に
吹
く
る
風
の
に
ほ
へ
る
は
梅
津
の
里
の
さ
か
り
な
る
ら
ん

左	

あ
か
ぬ
を
あ
か
れ
ぬ
と
い
ふ
こ
と
な
し

右	

初
句
に8

も
じ
わ
ろ
し　

か
く
ば
か
り
成
べ
し　

三
の
句
に
に
ほ
ふ
は
と
い
ふ
べ
き
所
也

	

す
べ
て
今
の
よ
の
人　

に
ほ
ふ
と
に
ほ
へ
る
と
を
同
じ
意
に
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つ
か
ふ
は
ひ
が
ご
と
也　

す
べ
て
此
格
の
詞
み
な
同
じ

三
十
三
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
庭

吹
す
ぎ
て
又
た
が
袖
に
か
よ
ふ
ら
む
う
は
の
空
な
る
風
の
う
め
が
香

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

式
通

咲
つ
ゞ
く
梅
津
の
里
の
八
重
霞
し
る
べ
へ
だ
て
ず
に
ほ
ふ
春
風

左	

お
か
し　

二
三
と
四
と
よ
く
か
け
合
た
り

右	

つ
ゞ
く
少
し
い
か
　ゞ

結
句
の
匂
ふ
も
な
き
方
ま
さ
れ
り　

初
句

	

咲
匂
ふ　

結
ぬ
（
す
）
春
風
ぞ
ふ
く
と
有
べ
し

三
十
四
番

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

直
道

春
風
の
吹
く
る
ま
ゝ
に
よ
そ
な
が
ら
立
け
る
ば
か
り
に
ほ
ふ
梅
が
ゝ

　
　
　

右　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
纏

梅
の
花
さ
け
る
さ
か
ざ
る
里
わ
か
で
い
づ
こ
も
に
ほ
ふ
は
る
か
ぜ
ぞ
ふ
く

左	

三
四
句
い
か
　ゞ

古
哥
の
立
よ
る
ば
か
り
有
し
よ
り
と
は
い
た
く
趣

	

こ
と
な
る
を

右	

下
句
う
ち
ひ
ら
め
な
れ
ど
聞
え
た
り

三
十
五
番

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

利
長

い
ろ
見
え
ぬ
山
が
く
れ
の
梅
が
ゝ
は
吹
く
る
風
に
人
や
し
る
ら
ん

　
　
　

右　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
平

立
よ
れ
ば
を
ら
ぬ
袂
も
さ
く
梅
の
か
ご
と
が
ま
し
く
に
ほ
ふ
春
風

左	

初
句
の
色
い
か
　ゞ

此
哥
桜
の
風
情
に
ち
か
し　

三
の
句
香

	

は
と
い
へ
る
も
い
か
ゞ

右	

お
か
し

三
十
六
番

　
　
　

左　
　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　

有
行

立
よ
れ
ば
春
や
む
か
し
の
涙
さ
へ
こ
ぼ
れ
て
袖
に
に
ほ
ふ
春
（
夕
）
風

　
　
　

右　
　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　

清
通

た
が
や
ど
の
木
の
も
と
過
し
風
な
ら
む
軒
端
の
ど
か
に
に
ほ
ふ
梅
香

し　

さ
れ
ど
落
題
な
れ
ば

左	

新
古
今
の
風
情　

涙
さ
へ
こ
ぼ
れ
て
袖
に
匂
ふ
い
と
お
も
し
ろ
け
れ
ど
今
少
し

	

い
か
が
は
せ
ん

	

い
ひ
ざ
ま
有
べ
し　

春
も
二
つ
有　

涙
さ
へ
こ
ぼ
れ
て
匂
ふ

	
梅
花
春
や
む
か
し
の
袖
の
夕
風
と
も
有
べ
し

右　
上
下
か
け
合　

な
き
が
ご
と
し　

た
ゞ
吹
風
に
軒
端
の
ど
か
に
匂
ふ
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梅
が
ゝ
と
し
て
も
同
じ
こ
と
な
れ
ば
也　

上
句
大
か
た
は
吹
と
し
も
な

	

き
春
風
の
な
ど
あ
ら
ば
下
に
よ
く
か
な
ふ
べ
し

（
巻
末
記
入
）

飛
入
狂
歌

　
　
　

山
霞

目
が
ね
さ
へ
鼻
の
高
根
に
か
ゝ
る
也
此
目
も
春
は
か
す
む
老
人

　
　
　

梅
薫
風

え
な
ら
ず
よ
軒
の
梅
が
ゝ
こ
き
交
ぜ
て
匂
ふ
か
は
屋
の
ま
ど
の
春
風

ロ
、
十
　
二
　
番
　
歌
　
合　
（
中
澤
註　

追
加
四
番
あ
り
）

（
表
題
）

九
月

紅
葉
深

　

暁

　
　
　

歌　
　
　

合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
崎
社
中

（
作
者
姓
名
録
）

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右

泉
蔵
人　
　

舎
輝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
面　
　

守
訓

澤
瀉
伊
織　

常
尚　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

益
谷　
　

末
壽

棡
少
進　
　

邦
壽　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
谷　
　

末
偶

中
川
和
泉　

経
先　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薗
田　
　

守
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

判
者　
　

本
居
宣
長

（
本
文
翻
刻
）

紅　

葉　

深

一
番

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舎
輝

色
か
へ
ぬ
松
さ
へ
秋
は
紅
葉
に
く
わ
（
は
）
ゝ
る
山
の
唐
錦
か
な

　
　
　

右　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
訓

立
田
山
か
け
ゆ
く
袖
も
紅
の
色
ぞ
て
り
添
秋
の
も
み
ぢ
葉

左	

題
の
深
の
意
な
し　

く
は
ゝ
る
い
か
　ゞ

錦
も
縁
な
し

右	

二
の
句
か
け
は
下
と
有
べ
し

二
番
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左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
尚

露
時
雨
い
く
し
ほ
そ
め
て
秋
ふ
か
き
色
に
ぞ
出
る
木
々
の
紅
葉
は

　
　
　

右　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
壽

明
日
よ
り
は
何
を
染
ま
し
村
時
雨
紅
葉
は
色
の
か
ぎ
り
成
け
る

左	

い
く
と
い
ひ
て
ぞ
と
い
へ
る　

て
に
を
は
不
調

右	

結
び　

け
り
と
有
べ
し

三
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

邦
壽

峯
麓
染
も
残
さ
ず
紅
の
に
し
き
色
こ
き
山
の
紅
葉
は

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
偶

も
み
ぢ
葉
の
色
さ
へ
ふ
か
き
立
田
河
か
ら
紅
に
波
ぞ
さ
わ
げ
る

左	

錦
縁
な
し

右	

落
葉
也

四
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
尚

明
日
ま
で
の
時
雨
も
し
ら
ず
行
秋
に
木
々
の
紅
葉
の
色
増
り
け
る

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
偶

時
雨
て
も
つ
れ
な
き
松
を
こ
ゝ
ろ
さ
へ
ふ
か
め
て
か
ゝ
る
蔦
紅
葉
哉

左	

初
二
句
心
得
か
な
し
行
秋
も
い
か
　ゞ

結
び
も
色
ぞ
ま
さ
れ
る
と
い
は
で
は
て
に
を
は
い

	

か
ゞ

右	

三
四
句
い
か
ゞ

五
番　

　
　
　

左　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

邦
壽

夕
日
さ
す
遠
の
高
根
の
紅
葉
ば
（
は
）
よ
そ
め
も
色
の
か
ぎ
り
と
ぞ
見
る

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
訓

そ
め
そ
め
し
梢
も
わ
き
て
此
夕
入
日
い
ざ
よ
ふ
み
ね
の
紅
葉
は

左	

聞
ゆ

右	

わ
き
て
不
叶　

四
の
句
い
か
ゞ

六
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

舎
輝

妻
ど
ひ
の
色
も
そ
ふ
か
と
見
ゆ
る
哉
鹿
鳴
山
の
深
き
紅
葉
は

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
壽

お
そ
く
と
き
梢
も
わ
か
ず
染
尽
す
色
は
千
入
の
木
々
の
紅
葉

左	

妻
恋
の
色
い
か
ゞ

右	
お
そ
く
と
き
梢　

い
か
な
る
こ
と
に
か
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暁
七
番

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

邦
壽

鳥
の
音
も
き
こ
え
ぬ
里
の
暁
は
か
た
ぶ
く
月
を
哀
と
ぞ
見
る

　
　
　

右　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
壽

つ
く
づ
く
と
身
の
う
き
こ
と
を
お
も
ひ
出
て
ね
覚
わ
び
し
き
暁
の
床

左	

鳥
の
ね　

聞
ゆ
る　

里
は
か
た
ぶ
く
月
あ
は
れ
な
ら
ざ
る
物
に
や

右	

出
て
は　

つ
ゝ
な
る
べ
し

八
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

舎
輝

山
か
づ
ら
暁
か
け
て
響
き
く
る
尾
上
の
鐘
の
知
ら
ず
閑
け
き

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
偶

今
こ
ん
の
空
た
の
め
さ
へ
つ
き
は
て
ゝ
き
ゝ
う
か
り
け
る
暁
の
鐘

左	

三
の
句
い
か
ゞ

右	

上
の
句
い
か
ゞ

九
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
尚

な
が
き
夜
も
あ
か
つ
き
か
た
に
な
り
ぬ
と
や
ゆ
ふ
つ
け
鳥
の
知
ら
ず
数
そ
ふ

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
訓

今
は
と
て
立
い
で
ね
ど
も
旅
枕
聞
て
う
れ
し
き
あ
か
つ
き
の
鳥

左	

や
と
い
ひ
て
そ
と
い
へ
る
不
調

右	

初
二
句
心
得
が
た
し

十
番

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
尚

つ
く
づ
く
と
ね
覚
め
侘
し
き
暁
の
鐘
よ
り
後
も
夜
半
ぞ
久
し
き

　
　
　

右　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
壽

里
遠
み
鳥
の
音
聞
か
ぬ
山
住
も
ね
覚
に
し
る
き
あ
か
つ
き
の
空

左	

暁
の
か
ね
よ
り
後
を
よ
は
と
い
へ
る
こ
と
い
か
ゞ

右	

し
る
き　

少
し
い
か
ゞ

十
一
番

　
　
　
　

左　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

舎
輝

誰
か
今
う
し
と
お
も
は
ん
鳥
の
音
の
我
に
嬉
し
き
寝
覚
を
ぞ
す
る

　
　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
偶

暁
と
つ
げ
の
小
枕
打
か
へ
し
む
か
し
を
し
の
ぶ
う
き
ね
覚
め
か
な

左	

初
二
句
い
か
　ゞ

四
の
句
我
に
い
か
　ゞ

す
べ
て
の
趣
意
も
い
か
ゞ
也

右	

枕
を
う
ち
か
へ
し　

と
い
ふ
こ
と
い
か
ゞ
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十
二
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

邦
壽

衣
々
の
別
も
さ
そ
ふ
暁
の
う
き
を
知
ら
ざ
る
鳥
の
声
々

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
訓

ま
ど
ろ
ま
で
物
思
ふ
夜
の
嬉
し
き
は
暁
つ
ぐ
る
庭
鳥
の
声

左	

一
首
の
趣
意　

立
が
た
し

右	

二
の
句　

夜
の
と
て
は
い
か
　ゞ

夜
に
と
こ
そ
有
べ
け
れ　

庭
鳥
い
か
　ゞ

鳥
の
こ
ゑ

	

か
な
と
有
つ
べ
し

追
加　
　

　

紅
葉
深

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
諸

ち
り
残
る
は
ゝ
そ
の
枝
の
一
む
ら
に
時
雨
て
染
し
色
は
ま
さ
れ
る

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
先

あ
だ
に
置
露
の
思
ひ
の
色
に
出
て
夕
べ
や
深
き
木
々
の
紅
葉
は

左	

上
句
い
か
ゞ

右	

上
句
い
か
　ゞ

四
の
句
も
い
か
ゞ

　
　
　

左　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
先

露
霜
の
沖
津
白
波
立
田
山
秋
を
ふ
か
め
て
染
る
紅
葉
は

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
諸

日
に
そ
へ
て
色
ま
さ
り
行
紅
葉
は
や
し
ほ
の
岡
の
程
ぞ
見
へ
け
り
（
え
け
る
）

左	

ふ
か
め
て
い
か
ゞ

右	

下
句
い
か
　ゞ

結
句
の
て
に
を
は
も
い
か
ゞ

　

暁

　
　
　

左　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
諸

鐘
の
音
に
つ
げ
の
枕
を
そ
ば
だ
て
ゝ
聞
も
く
る
し
き
寝
覚
成
け
り

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
先

ね
覚
め
し
て
何
も
の
う
く
や
思
ひ
け
ん
暁
か
け
て
鳥
の
啼
ら
ん

左	

結
句　

う
ち
ひ
ら
め
也

右	

二
三
句
て
に
を
は
も
不
調　

聞
え
が
た
し

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
名
欠
ク
）

鳥
の
音
に
う
き
ね
の
床
の
夢
覚
て
ま
た
物
お
も
ふ
あ
か
つ
き
の
空

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
名
欠
ク
）

聞
も
う
し
別
れ
し
ま
ゝ
の
閨
の
戸
に
夢
の
名
残
の
暁
の
か
ね

左	
う
き
ね
の
床
い
か
ゞ

右	
恋
の
哥
也
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ハ
、
十
　
六
　
番
　
歌
　
合

（
表
題
）

待
花
二

寄
鳥
恋

　
　
　
　

十
六
番

　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
歌
合

（
作
者
姓
名
録
）

　
　
　
　
　
　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舎
輝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
晴

　
　
　
　
　
　

坂
常
陸　

尚
品　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
尚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

邦
壽　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
先

　
　
　
　
　
　

岩
井
田　

尚
友　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
偶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
壽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

判
者　
　

本
居
宣
長

待
花

一
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

舎
輝

山
桜
一
木
を
庭
に
移
し
う
ゑ
て
花
待
宿
と
な
れ
る
春
か
な

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
は
る

さ
く
を
り
は
咲
べ
き
花
と
ひ
た
す
ら
に
思
ひ
か
へ
せ
と
忘
れ
や
は
す
る

左	

下
句
い
か
ゞ

右	

初
二
句
い
か
　ゞ

ひ
た
す
ら
は
い
か
　ゞ

結
句
わ
す
ら
れ
ぬ
か
な
と
い
ふ
べ
き
い
き
ほ
ひ

	

也　

す
べ
て
題
に
う
と
し

二
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

尚
品

つ
ら
き
ま
で
花
を
待
乳
の
山
桜
俤
み
ゆ
る
峯
の
白
雲

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
尚

さ
き
ぬ
や
と
分
る
山
路
は
風
さ
え
て
花
に
見
ま
が
ふ
雲
だ
に
も
な
し

左	

初
句
い
か
　ゞ

四
の
句
も
力
な
し

右	

下
句
い
か
ゞ

三
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

邦
壽

春
き
て
も
ま
だ
咲
や
ら
ぬ
花
ゆ
ゑ
に
心
尽
し
の
日
数
を
ぞ
ふ
る

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
先
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待
と
し
も
思
は
ゞ
春
は
ま
だ
き
と
も
と
く
咲
出
よ
花
の
し
た
ひ
も

左	
初
句
い
か
　ゞ

桜
は
春
来
て
や
が
て
咲
物
に
は
あ
ら
ず

右	

初
句
し
も
い
か
　ゞ

三
の
句
聞
え
ず　

下
紐
よ
し
な
し

四
番

　
　
　

左　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

尚
友

ま
て
ば
こ
そ
さ
か
ぬ
も
う
け
れ
な
か
な
か
に
思
ひ
す
て
ゝ
ぞ
花
に
ま
か
せ

む
　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
偶

初
花
の
匂
ふ
木
す
ゑ
は
高
砂
の
ま
つ
に
か
ひ
あ
る
山
ざ
く
ら
か
な

左	

結
句
ぞ
も
じ　

す
こ
し
し
て
よ
は
し　

け
れ
と
聞
え
た
り

右	

題
に
か
な
は
ず

五
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
晴

待
わ
び
る
心
も
し
ら
で
つ
れ
な
く
も
ま
だ
と
け
や
ら
ぬ
花
の
下
ひ
も

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
尚

峯
の
雪
そ
れ
と
ば
か
り
の
面
影
に
い
と
ゞ
待
る
ゝ
は
な
の
さ
か
り
を

左	

わ
ぶ
る
を
わ
び
る
と
い
ふ
は
俗
言
也

右	

二
の
句
い
か
　ゞ

終
り
の
を
も
じ
四
の
句
に
か
な
は
ず　

を
と
い
へ
ば

	

四
の
句
は
ま
つ
と
は
い
は
で
は
か
な
は
ず　

を8

ま
た
る
ゝ
と
は
い
ひ
が
た
し

六
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

尚
友

見
て
く
ら
す
春
の
日
数
の
す
く
な
き
を
思
へ
ば
い
と
ゞ
花
ぞ
ま
た
る
ゝ

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
先

ち
る
花
の
名
残
の
う
き
に
く
ら
ぶ
れ
ば
咲
ぬ
を
待
も
な
ほ
ま
さ
り
け
り

左	

初
句
い
か
ゞ

右	

四
の
句
も8

も
じ　

か
な
は
ず　

ま
さ
り
け
り
も
い
か
ゞ

七
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
壽

山
里
は
春
こ
そ
殊
に
わ
び
し
け
れ
花
も
人
め
も
い
と
ゞ
ま
た
れ
て

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
名
欠
ク
）

咲
ぬ
れ
ば
も
ろ
く
も
花
の
ち
る
物
を
い
か
に
ま
た
る
ゝ
山
桜
ぞ
も

左	

い
と
ゞ
と
い
ふ
こ
と
人
め
に
は
さ
も
あ
る
べ
し　

花
に
は
か
な
は
ず

	

花
を
ま
つ
は
春
の
み
の
こ
と
な
れ
ば
也

右	

二
の
句
も8

も
じ
わ
ろ
し　

山
桜
ぞ
も
と
留
り
た
る
い
か
ゞ

八
番
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左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
名
欠
ク
）

ま
ぢ
り
ふ
る
お
な
じ
心
に
御
薗
生
の
花
や
咲
し
と
人
の
と
ひ
く
る

　
　
　

右　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
偶

こ
の
頃
は
光
の
ど
け
き
日
に
そ
へ
て
し
づ
心
な
く
花
ぞ
ま
た
る
ゝ

左	
初
二
句
い
か
　ゞ

御
園
生
よ
し
な
し

右	

二
三
の
つ
ゞ
き
い
か
　ゞ

上
句
に
そ
へ
て
光
の
ど
け
き　

此
こ
ろ
は
と
こ
そ
有
べ
け
れ

寄
鳥
恋　

九
番

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舎
輝

よ
を
か
さ
ね
待
に
む
な
し
く
更
行
（
ゆ
け
）
ば
恨
数
そ
ふ
鴫
の
羽
が
き

　
　
　

右　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
尚

恋
く
て
稀
に
逢
夜
の
暁
を
わ
り
な
く
急
ぐ
鳥
の
音
は
う
し

左	

鴫
の
羽
が
き　

俄
に
て
四
の
句
迄
に
趣
意
な
し

右	

結
句　

ね
ぞ
う
き
と
い
ふ
べ
き
を　

は8

う
し
と
い
ふ
は
近
き
世
の

	

わ
ろ
き
く
せ
也

十
番

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
名
欠
ク
）

逢
と
見
し
夢
も
あ
だ
な
る
春
の
よ
は
物
う
く
ひ
す
の
涙
を
ぞ
添
ふ

　
　
　

右　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
光

真

原
わ
が
身
鶉
の
床
も
（
は
）
あ
れ
て
恨
が
ち
な
る
秋
風
ぞ
ふ
く

左	

夜
に
鶯
い
か
　ゞ

結
句
の
て
に
を
は
も　

を
ぞ
と
い
へ
ば
そ
ふ
る
と

	

い
は
で
は
か
な
は
ず

右	

三
の
句　

も8

も
じ
い
と
わ
ろ
し　

は8

と
有
べ
し

十
一
番

　
　
　

左　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

邦
壽

言
の
葉
は
ま
だ
つ
れ
（
き
）
な
く
に
暁
の
別
れ
を
急
ぐ
鳥
の
音
ぞ
う
き

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
偶

君
が
家
に
ほ
と
と
く
ゆ
き
て
時
鳥
我
か
く
待
と
う
ら
み
つ
げ
て
ぞ

左	

言
の
葉
い
か
ゞ

右	

ほ
と
と
く
と
い
ふ
こ
と
聞
え
ず　

結
句
も
い
か
ゞ

十
二
番

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尚
友

思
ひ
わ
び
ね
ら
れ
ぬ
夜
半
の
う
き
事
を
そ
へ
て
数
か
く
鴫
の
羽
か
き

　
　
　

右　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
尚

山
鳥
の
を
ち
の
鏡
の
そ
れ
な
ら
ば
餘
所
（
よ
そ
）
に
も
人
の
影
を
だ
に
見
む

左	

そ
へ
て
数
か
く　

い
か
ゞ
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右	
そ
れ
な
ら
ば
い
か
ゞ

十
三
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
晴

と
ゞ
め
て
も
袖
に
涙
は
山
鳥
の
長
き
思
ひ
を
哀
と
は
見
よ

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
先

た
の
み
に
し
人
の
心
は
あ
ら
鷹
の
逢
み
ん
事
の
程
も
し
ら
れ
て

左	

と
ゞ
め
て
も
や
ま
ぬ
と
は
い
か
　ゞ

と
ゞ
め
て
も
と
ま
ら
ぬ
と
こ
そ
い
ふ
べ
け
れ

	

思
ひ
は
お8

の
仮
字
な
れ
ば
尾
の
い
ひ
か
け
い
か
　ゞ

又
長
き
思
ひ
も
縁
な
し

右	

初
句
に
し
わ
ろ
し　

頼
む
と
こ
そ
い
ふ
べ
け
れ　

あ
ら
鷹
縁
な
し

十
四
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

尚
友

穴
鳴
き
（
な
き
）
と
人
に
は
い
ひ
て
慰
め
と
心
は
す
ま
ぬ
鳥
の
声
か
な

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
名
欠
ク
）

偽
と
し
れ
ど
も
ま
た
む
秋
の
よ
の
長
鳴
鳥
の
聲
を
限
り
に

左	

聞
え
が
た
し　

心
は
す
ま
ぬ
も
俗
言
也

右	

偽
と
し
り
な
が
ら
ま
た
ん
と
は
い
か
ゞ

十
五
番

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
偶

う
ら
う
ら
と
霞
が
く
れ
に
行
雁
の
ほ
の
み
し
妹
に
恋
わ
た
る
か
も

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
晴

妹
を
こ
ふ
心
は
空
に
と
ぶ
鳥
の
つ
ば
さ
も
あ
ら
ば
行
か
よ
は
ま
し

左	

う
ら
う
ら
と
い
か
ゞ

右	

心
は
と
い
ふ
こ
と
か
な
は
ず　

初
二
句
妹
こ
ふ
る
我
身
は
な
ど
有
べ
し

十
六
番

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

邦
壽

五
月
ま
つ
心
は
同
じ
ほ
と
ゝ
ぎ
す
我
の
み
恋
て
し
の
び
ね
に
な
く

　
　
　

右　
　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　

末
壽

山
鳥
の
初
尾
の
鏡
は
つ
か
に
も
恋
し
き
人
の
影
も
見
て
し
か

左	

何
故
に
五
月
を
ま
つ
に
か

右	

結
句　

影
を
な
る
べ
し

ニ
、　
二
　
十
　
八
　
番
　
歌
　
合

　
　

（
表
題
）
な
し　

白
紙

　
　

（
作
者
姓
名
録
）

　
　
　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
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末
壽　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
晴

　
　
　
　

守
諸　
　
　
　
　
　
　
　
　

舎
輝

　
　
　
　

末
偶　
　
　
　
　
　
　
　
　

尚
品

　
　
　
　

邦
壽　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
訓

　
　
　
　

常
尚　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
先

　
　
　
　

定
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

尚
友

　
　

守
屋
昌
綱　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

判
者　

本
居
宣
長

（
本
文
翻
刻
）

梅　

薫　

袖

一
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
壽

か
た
し
き
の
誰
な
ご
り
を
と
う
き
名
の
み
か
ひ
な
く
た
ゝ
む
袖
の
梅
が
香

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
晴

う
つ
し
と
る
匂
ひ
な
ら
ね
ど
休
ら
へ
ば
袖
を
や
ど
り
の
梅
の
下
風

左	

三
四
句
う
き
名
や
た
ゝ
む
と
一
句
に
て
よ
き
所
也

右	

四
の
句
い
か
ゞ

二
番

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
諸

お
し
て
る
や
難
波
に
さ
け
る
こ
の
花
に
立
よ
る
袖
も
か
を
る
春
風

　
　
　

右　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

舎
輝

思
は
ず
も
袖
の
香
ふ
か
く
な
り
に
け
り
梅
の
木
陰
に
春
日
く
ら
し
て　

左	

上
下
か
け
合
な
し

右	

結
句
桜
の
さ
ま
也　

梅
に
は
少
し
似
つ
か
は
し
か
ら
ず

三
番

　
　
　

左　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
偶

柴
人
の
袖
さ
へ
花
の
香
に
匂
ふ
山
路
の
梅
や
さ
か
り
な
る
ら
む

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尚
品

中
垣
も
こ
え
て
色
香
や
お
く
る
ら
む
う
め
咲
頃
の
袖
の
夕
風

左	

三
の
句
の
び
ら
か
な
ら
ず　

二
三
句
か
へ
る
袂
も
匂
ふ
也
と
有
べ
し

右	

上
下
か
け
合
わ
ろ
し

四
番

　
　
　

左　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

邦
壽

梢
に
は
い
と
ふ
物
か
ら
さ
そ
ひ
く
る
袖
に
う
れ
し
き
梅
の
春
風　

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
訓
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ゆ
ふ
や
み
に
色
は
見
え
ね
ど
梅
花
あ
り
と
や
袖
に
か
を
る
春
風

左	
初
二
句
桜
に
ち
か
し

右	

有
と
や
と
い
ふ
こ
と
か
な
は
ず　

古
哥
を
よ
く
考
へ
た
ま
へ

五
番

　
　
　

左　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
尚

玉
簾
か
ゝ
ぐ
る
袖
も
匂
ふ
か
な
軒
端
に
ち
か
き
梅
の
朝
風　

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
先

さ
く
や
此
花
は
難
波
に
名
に
し
お
ふ
梅
吹
風
の
袖
に
か
を
れ
る　

左	

聞
え
た
り

右	

上
下
か
け
合
な
し

六
番

　
　
　

左　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
長

か
を
り
来
て
袖
に
う
つ
り
し
う
れ
し
さ
を
つ
ゝ
む
に
餘
る
梅
の
追
風

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尚
友

立
よ
り
て
問
へ
ば
い
な
や
も
わ
か
ぬ
ま
に
袖
に
こ
た
ふ
る
風
の
梅
が
香

左	

う
つ
り
し
は
う
つ
れ
る
な
ら
で
は
わ
ろ
し　

此
け
ぢ
め
を
よ
く

	

思
ふ
べ
き
こ
と
也　

今
の
人
は
多
く
此
わ
き
ま
へ
を
し
ら
ず

	

三
の
句
を8

は
も8

な
る
べ
し

右	

此
い
な
や
は
俗
言
に
な
る
也　

と
へ
ば
も
何
事
を
思
ひ
た
る
に
か

七
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

昌
綱

き
え
残
る
春
の
そ
の
ふ
の
ゆ
き
と
し
も
見
る
に
ま
が
は
ぬ
袖
の
梅
が
　ゝ

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
人　

文
房
奉
納

吹
か
へ
す
霞
の
袖
も
か
を
る
覧
な
べ
て
花
ち
る
梅
の
追
風

左	

見
る
に
ま
が
は
ず　

い
か
ゞ

右	

吹
か
へ
す　

な
べ
て
い
か
　ゞ

又
ち
ら
す
共
匂
ひ
は
有
つ
べ
し

八
番

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
壽

天
津
空
（
風
）
を
と
め
の
袖
も
匂
ふ
ら
し
（
ん
）
雲
ゐ
に
□
（
虫
損
）
つ

る
梅
の
春
風
（
よ
も
の
梅
香
）

　
　
　

右　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

舎
輝

木
ず
ゑ
よ
り
移
る
日
影
も
花
の
香
も
袖
に
の
ど
け
き
梅
の
下
陰

左	

空
と
雲
ゐ
と
は
病
也

右	

聞
え
た
り　

こ
ず
ゑ
は
こ
の
ま
の
方
下
陰
に
は
よ
ろ
し
か
ら
ん

　
九
番
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左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
諸

さ
き
し
よ
り
匂
ひ
ば
か
り
を
我
袖
に
せ
き
と
め
え
た
る
梅
の
追
風

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尚
品

を
り
か
ざ
す
袖
に
し
め
つ
る
梅
が
香
に
霞
の
ひ
ま
も
い
と
ふ
春
風

左	
四
の
句
い
と
わ
ろ
し

右	

上
下
か
け
あ
は
ず　

下
句
聞
え
が
た
し

十
番

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
偶

香
を
と
め
て
立
よ
る
宿
の
梅
の
花
を
ら
ぬ
袖
し
（
を
）
も
人
や
と
が
め
む

　
　
　

右　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
訓

ひ
と
え
だ
は
た
を
り
や
せ
ま
し
行
摺
の
袖
さ
へ
か
を
る
梅
の
し
た
み
ち

左	

香
を
と
め
て
は
こ
れ
は
香
を
し
る
べ
に
尋
き
た
る
意
な
れ
ば
袖
に

	

香
を
と
め
た
る
と
は
別
也　

故
に
袖
に
香
の
と
ま
り
た
る
意
い
ひ

	

し
ら
ず

右	

聞
え
た
り

十
一
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
人

一
え
だ
の
花
に
心
の
う
つ
る
よ
り
我
袖
し
も
ぞ
梅
の
か
を
れ
る　

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
先

一
木
だ
に
袖
に
か
を
れ
ば
も
ろ
こ
し
の
梅
咲
嶺
の
風
ぞ
ゆ
か
し
き

左	

初
句
わ
ろ
し　

我
い
ら
ぬ
詞
也　

結
句
の8

も
じ
わ
ろ
し

右	

題
の
薫
袖
の
意
は
た
ら
か
ず　

二
の
句
深
く
匂
へ
ば
と
し
て
も
同
じ
こ
と
也

十
二
番

　
　
　

左　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
尚

う
め
の
花
盛
に
な
れ
ば
木
の
本
に
立
よ
る
袖
も
匂
ふ
は
る
風

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尚
友

梅
さ
け
る
垣
ね
は
そ
こ
と
し
ら
ね
ど
も
さ
だ
か
に
匂
ふ
袖
の
春
風
（
春
の
夕
風
）

左	

聞
え
た
り

右	

薫
袖
の
意
は
た
ら
か
ず

十
三
番

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
長

巻
あ
ぐ
る
釣
簾
の
外
面
の
春
風
も
袖
に
あ
や
し
く
匂
ふ
梅
が
ゝ

　
　
　

右　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

邦
壽

た
が
里
の
垣
ね
の
梅
を
さ
そ
ふ
ら
む
袖
に
あ
や
し
く
匂
ふ
春
風

左	

初
二
句
近
世
め
き
た
る
う
へ
に
下
に
さ
ら
に
か
け
合
な
し

	

あ
や
し
く
も
い
か
ゞ
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右	
あ
や
し
く
い
か
ゞ

十
四
番

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昌
綱

咲
か
た
の
垣
ね
も
そ
こ
と
吹
風
に
梅
の
に
ほ
ひ
の
袖
に
み
ち
ぬ
る

　
　
　

右　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
晴

さ
か
り
な
る
木
末
を
さ
そ
ふ
春
風
に
た
を
ら
ぬ
袖
も
梅
が
香
ぞ
す
る

左	

初
二
句
下
に
か
け
合
な
し　

み
ち
ぬ
る
も
よ
せ
な
し

右	

二
の
句
い
か
　ゞ

こ
ず
ゑ
よ
り
ふ
く
な
ど
有
べ
し

春　
　

恋

十
五
番

　
　
　

左　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
壽

お
も
か
げ
は
お
ぼ
ろ
げ
な
ら
ず
し
の
ば
れ
ぬ
春
や
む
か
し
の
月
の
よ
な
よ

な
　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尚
品

二
見
が
た
か
ひ
て
ふ
あ
ら
ば
春
の
よ
の
夢
ば
か
り
な
る
手
枕
も
が
な

左	

上
下
か
け
合
よ
し　

三
の
句
は
猶
有
べ
し

右	

聞
え
が
た
し　

二
見
が
た
何
寺
の
開
帳
に
か
手
枕
を
霊
宝
に

	

せ
ん
と
て
も
と
め
た
る
に
や

十
六
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
諸

鶯
の
鳴
音
さ
び
し
き
夕
ぐ
れ
は
君
を
か
け
つ
ゝ
物
お
も
ふ
か
な

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
訓

涙
さ
へ
袖
に
を
や
ま
ず
つ
れ
づ
れ
と
春
の
な
が
め
に
物
お
も
ふ
頃

左	

後
世
の
風
に
て
い
は
ゞ
い
ふ
べ
き
事
あ
れ
ど
こ
れ
は
む
か
し
の
風
と
見
て

	

あ
る
べ
し　

そ
れ
に
と
り
て
は
結
句
物
ぞ
か
な
し
き
と
有
べ
し

右	

聞
え
た
り

十
七
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
偶

春
も
ま
た
君
が
心
の
さ
え
さ
え
て
な
み
だ
の
つ
ら
ゝ
と
け
ず
も
有
か
な

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
虫
損
）
守
晴
カ

い
つ
は
り
を
た
ゞ
す
の
森
の
み
し
め
縄
長
き
春
日
に
か
け
て
ち
か
は
む

左	

初
句
ま
た
は
な
ほ
な
る
べ
し　

三
の
句
い
か
ゞ

右	

偽
を
た
ゞ
す
と
い
ふ
こ
と
下
に
か
け
合
わ
ろ
し　

春
日
も
詮
な
し

十
八
番

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

邦
壽
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う
き
中
の
末
野
に
お
ふ
る
若
草
の
も
ゆ
る
か
ひ
な
き
我
思
ひ
か
な

　
　
　

右　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

尚
友

き
く
に
さ
へ
う
し
や
焼
野
に
鳴
き
ゞ
す
我
も
こ
が
る
ゝ
お
も
ひ
た
へ
ね
ば

左	
う
き
中
の
末
い
か
　ゞ

末
無
用
也　

生
る
と
も
ゆ
る
と
重
な
れ
り

	
上
に
草
の
も
ゆ
る
か
ひ
な
き
を
と
い
は
で
は
四
の
句
は
た
ら
か
ず

右	

初
句
に
さ
へ
い
か
　ゞ

か
く
も
う
し
や
と
い
ひ
て
こ
と
た
れ
り

十
九
番

　
　
　

左　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
尚

つ
れ
も
な
き
人
の
心
の
春
霞
隔
て
は
て
ぬ
る
契
か
な
し
も

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
名　

虫
損
）

朝
か
げ
に
我
身
は
な
り
ぬ
若
草
の
も
え
出
る
な
す
恋
の
し
げ
け
き

左	

春
霞
と
い
ふ
こ
と
を
の
ぞ
き
て
も
同
じ
こ
と　

又
何
に
か
へ
て
も
同
じ
こ
と

	

な
れ
ば
題
意
は
た
ら
か
ず

右	

上
下
む
げ
に
か
け
合
な
し　

其
う
へ
上
と
下
と
詞
の
つ
が

ひ
も
と
ゝ
の
は
ず

二
十
番

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
長

し
た
も
え
は
ま
た
う
ら
若
き
恋
草
も
む
す
ば
ぬ
（
貼
紙　

結
ば
ん
也
）
露
の
契
を
ぞ
ま
つ

　
　
　

右　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
晴

妻
を
こ
ふ
（
こ
ふ
る
）
野
邊
の
き
ゞ
す
も
よ
そ
な
ら
で
（
ず
）
同
じ
思
ひ
に
音
を
の
み
ぞ
な
く

左	

下
句
聞
え
が
た
し

右	

き
ゞ
す
を　

を
鹿
に
か
へ
て
も
同
じ
こ
と
也　

さ
れ
ば
必
き
ゞ
す
に
よ

	

れ
る
詞
を
添
ざ
れ
ば
其
物
う
と
く
也

二
十
一
番

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昌
綱

は
る
風
の
吹
に
つ
け
て
も
青
柳
の
い
と
ゞ
こ
ゝ
ろ
の
み
だ
れ
初
つ
る

右　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
名　

虫
損
）

雪
ふ
か
き
野
邊
の
若
草
し
た
に
の
み
も
ゆ
る
思
ひ
を
し
る
人
の
な
き

左	

初ソ
メ

い
か
　ゞ

又
春
風
の
吹
に
つ
け
て
心
の
み
だ
る
ゝ
其
よ
し
な
く
て
は
い
か
ゞ

右	

初
句
冬
め
き
た
り　

雪
き
え
ぬ
な
る
べ
し

二
十
二
番

　
　
　

左　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
壽

は
れ
や
ら
で
物
を
こ
そ
思
へ
我
妹
子
を
忍
ぶ
軒
端
の
春
雨
の
そ
ら

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
訓

我
恋
は
霞
の
お
く
の
山
桜
い
ろ
に
出
と
も
人
に
し
れ
め
や

左	

聞
ゆ
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右	
四
の
句
桜
の
う
た
に
は
さ
も
有
べ
け
れ
ど
恋
の
意
の
方
に
は
い
か
　ゞ

色
に

	
出
と
も
人
は
し
ら
む
と
は
い
か
ゞ
な
れ
ば
也

二
十
三
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
諸

う
ち
霞
む
春
の
よ
す
が
ら
て
る
月
の
お
ぼ
ろ
げ
に
の
み
物
思
ふ
も
う
し

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
名　

虫
損
）

つ
ゝ
め
ど
も
あ
だ
の
大
野
の
春
霞
う
き
名
と
共
に
た
つ
が
く
る
し
さ

左	

か
す
む
と
い
ひ
て
照
月
は
い
か
　ゞ

下
句
聞
え
が
た
し

右	

あ
だ
の
大
野
い
か
　ゞ

あ
だ
と
い
ふ
こ
と
此
哥
に
は
わ
ろ
し　

四
の
句
い
か
ゞ

	

霞
と
共
に
う
き
名
の
た
つ
と
こ
そ
い
ふ
べ
け
れ　

う
き
名
と
共
に
霞

	

の
た
つ
と
い
ひ
て
は
霞
の
た
つ
が
く
る
し
き
や
う
也

二
十
四
番

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
偶

逢
こ
と
は
か
た
み
の
衣
は
る
の
よ
の
夢
な
り
け
り
と
か
つ
思
ひ
つ
ゝ

　
　
　

右　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

尚
友

隔
て
な
き
心
と
し
ら
（
な
り
せ
）
ば
春
か
す
み
空
（
千
重
に
）
に
た
つ
と
も
名
を
や
（
は
）
を
し
ま
む

左	

聞
え
が
た
し

右	

直
し
の
ご
と
く
あ
ら
ま
ほ
し

二
十
五
番

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
尚

も
え
出
る
心
の
色
も
若
草
の
な
び
か
ぬ
す
ゑ
を
待
ぞ
は
か
な
き

　
　
　

右　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
晴

分
て
な
ほ
春
の
詠
（
な
が
め
）
の
つ
れ
づ
れ
に
思
ひ
ま
さ
り
て
袖
ぬ
ら
し
つ
ゝ

左	

聞
え
が
た
し

右	

初
句
い
と
ゞ
し
く　

結
句
袖
ぞ
ぬ
れ
そ
ふ
と
あ
ら
ま
ほ
し

二
十
六
番

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
長

春
の
よ
の
お
ぼ
ろ
げ
な
ら
で
見
し
人
の
俤
霞
む
月
の
し
た
ふ
し

　
　
　

右　
　

勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

舎
輝

こ
ひ
こ
ひ
し
涙
の
つ
ら
ゝ
打
と
け
て
逢
よ
う
れ
し
き
春
の
手
枕

左	

お
ぼ
ろ
げ
な
ら
じ
（
で
）
見
し
と
は
い
か
な
る
を
い
ふ
に
か　

月
の
下
ふ
し
心
得
ず

右	

聞
ゆ

二
十
七
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

昌
綱

雪
き
え
ぬ
春
の
澤
邊
の
草
な
ら
で
も
ゆ
る
思
ひ
を
人
の
し
る
か
な
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右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尚
品

袖
に
せ
く
思
ひ
は
深
き
涙
河
逢
瀬
の
ほ
ど
は
霞
へ
だ
て
ゝ

左	

聞
え
が
た
し

右	
結
句　

俄
に
霞
立
出
て
上
に
あ
ら
ふ
に
よ
せ
な
し

二
十
八
番

　
　
　

左　
　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
人

あ
ふ
こ
と
は
た
ゞ
春
の
よ
の
夢
ば
か
り
う
つ
ゝ
に
こ
ふ
ぞ
た
と
へ
だ
に
な
き

　
　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

邦
壽

人
は
今
よ
（
そ
に　

虫
損　

但
し
判
詞
か
ら
補
ふ
）
の
み
し
て
お
ぼ
ろ
よ

の
空
行
月
の
影
だ
に
も
み
ず

左	

下
句
い
た
く
わ
ろ
し

右	

よ
そ
に
の
み
し
て
と
は
雨
夜
な
ど
の
月
こ
そ
い
ふ
べ
け
れ　

初
句
の
今
も
い
か
ゞ

解
題

『
林
崎
社
中
歌
合
』
に
は
時
代
の
順
に
関
係
な
く
、
四
種
の
歌
合
が
綴

ら
れ
て
ゐ
る
が
、
本
解
題
は
便
宜
上
年
代
順
に
一
「
寛
政
三
年
春
三
十
六

番
歌
合
」、
二
「
寛
政
四
年
春
二
月
歌
合
」、
三
「
寛
政
四
年
秋
九
月
歌

合
」、
四
「
寛
政
六
年
正
月
歌
合
」
の
順
と
し
、
別
掲
の
各
表
に
お
け
る

符
号
も
こ
れ
と
同
じ
に
し
た
。
翻
刻
は
綴
じ
ら
れ
て
ゐ
る
順
で
あ
る
の

で
、
参
照
す
る
場
合
に
は
注
意
を
要
す
る
。

一
、「
三
十
六
番
歌
合
」

四
種
の
歌
合
の
う
ち
年
代
の
最
初
の
も
の
が
こ
の
歌
合
で
、
寛
政
三
年

春
に
行
な
は
れ
て
ゐ
る
。
出
詠
者
は
姓
名
録
の
順
に
姓
を
補
ふ
と
、
佐
八

定
綱
（
定
長
）　

渡
会
貞
蔭　

薗
田
氏
韶　

益
谷
末
壽　

井
面
守
訓　

薗

田
守
諸　

菊
谷
末
偶　

益
谷
末
晴　

板
倉
茂
木　

村
田
並
木　

一
見
直
木　

白
子
昌
平　

森
祐
秀　

後
藤
宗
凭　

七
里
政
要　

倉
田
有
成　

酒
井
直
章　

倉
田
英
林　

川
喜
田
政
式　

芝
原
房
氐　

七
里
玖
能　

世
繼　

大
館
民　

美
岐　

小
浦
朝
通　

笠
因
直
丸　

三
井
高
蔭　

中
里
常
岳　

本
居
春
庭　

須
賀
手
纏　

竹
内
直
道　

松
坂
の
式
通　

林
利
長　

三
谷
清
通　

村
上
有

行　

本
居
大
平
の
三
十
六
人
で
あ
る
。
姓
名
録
に
よ
る
と
小
浦
朝
通
と
松

坂
の
式
通
が
同
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
総
数
は
三
十
五
人
と
な
る
。
こ
の
三

十
五
人
が
「
山
霞
」「
梅
薫
風
」
の
兼
題
で
詠
ん
だ
二
首
を
（
小
浦
朝
通

は
計
四
首
と
な
る
）、
歌
合
の
主
催
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
一
番
か
ら
三
十
六

番
に
番
へ
て
書
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
宣
長
が
勝
・
持
を
つ
け
、
判

詞
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ほ
か
三
種
の
歌
合
に
も
共
通

す
る
。

三
十
五
人
を
地
域
別
に
分
類
す
る
と
伊
勢
の
神
宮
の
内
宮
関
係
者
が
佐
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八
定
綱
（
定
長
）　

渡
会

貞
蔭　

薗
田
氏
韶　

益
谷

末
壽　

井
面
守
訓　

薗
田

守
諸　

菊
谷
末
偶　

益
谷

末
晴
の
八
人
、
伊
勢
白
子

が
板
倉
茂
木　

村
田
並
木　

一
見
直
木　

白
子
昌
平
の

四
人
、
伊
勢
一
身
田
が
森

祐
秀　

後
藤
宗
凭
の
二

人
、
津
が
七
里
政
要　

倉

田
有
成　

酒
井
直
章　

倉

田
英
林　

川
喜
田
政
式　

芝
原
房
氐　

七
里
玖
能　

侍
女
の
世
繼
の
八
人
、
尾

張
が
大
館
民
と
そ
の
侍
女
美
岐
の
二
人
、
紀
伊
が
小
浦
朝
通
（
紀
伊
藩
士

で
松
坂
在
か
）
と
大
平
の
二
人
、
松
坂
が
笠
因
直
丸　

三
井
高
蔭　

中
里

常
岳　

本
居
春
庭　

須
賀
手
纏　

竹
内
直
道　

林
利
長　

三
谷
清
通
の
八

人
で
あ
る
（
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
の
委
細
に
つ
い
て
は
註
を
参
照
）。

尾
張
と
紀
伊
を
除
け
ば
そ
の
多
く
が
伊
勢
国
に
住
む
人
物
で
あ
る
。

『
全
集
』
載
録
の
宣
長
判
の
歌
合
の
多
く
が
伊
勢
の
門
人
に
集
中
し
て
ゐ

る
が
、
こ
の
歌
合
も
そ
の
中
の
一
つ
と
言
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
伊
勢
の
地

に
多
い
の
は
や
は
り
宣
長
と
の
地
縁
関
係
か
ら
く
る
も
の
と
思
は
れ
る
。

特
に
こ
の
歌
合
に
は
伊
勢
に
お
い
て
は
内
宮
、
白
子
、
一
身
田
、
津
、
松

坂
と
宣
長
の
地
縁
の
あ
る
場
所
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
歌
合
に
出
詠

し
た
者
以
外
を
も
含
め
た
鈴
屋
門
の
社
中
が
形
成
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
が
伺

へ
る
。
ど
の
歌
合
に
も
言
へ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
特
定
の

兼
題
で
歌
を
詠
む
こ
と
を
薦
め
、
そ
れ
を
纏
め
て
か
や
う
に
番
ひ
に
し
て

一
冊
に
整
へ
て
宣
長
の
も
と
に
届
け
て
判
を
依
頼
し
た
人
物
が
ゐ
た
こ
と

と
な
る
。

地
域
的
に
人
物
を
見
て
み
る
と
内
宮
で
は
渡
会
貞
蔭
以
外
の
八
人
中
七

人
は
み
な
宣
長
の
門
人
で
あ
る
。
そ
の
中
で
は
天
明
四
年
に
入
門
し
た
菊

谷
末
偶
が
古
参
と
な
る
。
古
参
と
だ
け
あ
つ
て
こ
の
四
種
の
歌
合
に
す
べ

て
出
詠
し
て
ゐ
る
。（
表
一
参
照
）
つ
い
で
天
明
七
年
に
入
門
し
た
薗
田

氏
韶
、
井
面
守
訓
、
益
谷
末
壽
、
梅
谷
末
晴
、
ま
た
そ
の
翌
年
の
八
年
に

は
佐
八
定
長
と
続
い
て
ゐ
る
。
ま
た
寛
政
元
年
に
は
薗
田
守
諸
が
入
門
し

て
を
り
、
後
述
す
る
や
う
に
天
明
末
年
か
ら
内
宮
の
祠
官
の
宣
長
入
門
が

増
加
し
て
ゐ
る
。
そ
の
上
、
守
訓
、
守
諸
、
末
晴
の
三
人
は
こ
の
他
に
も

こ
こ
に
あ
る
二
種
の
歌
合
に
出
詠
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
殊
に
特
筆
す
べ

き
は
益
谷
末
壽
で
彼
は
こ
の
四
種
の
歌
合
に
出
詠
し
て
ゐ
る
出
精
ぶ
り
で

あ
る
。
末
壽
は
内
宮
の
古
参
で
あ
る
菊
谷
末
偶
の
子
で
あ
り
、
益
谷
家
に

三十六番歌合


